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本日お伝えしたい３つのこと

1. トランスウエアについて

2. メールシステムのクラウド化の流れ　
（文教編/企業編）

3. サービスは何を基準に選ぶべきか？



Copyright  2013 TransWARE Co. All Rights Reserved.ⓒ

トランスウエアについて

• １９９３年設立のメールソリューションカンパニー

• より良いメッセージングソリューションを提供することで、人々の
コミュニケーションが「安心」「豊か」になることを目指す会社

• 主力製品・サービスは「ビジネスWebメール」「メール誤送信対
策」「メールアーカイブ」「アンチスパム」など

• ソフトウェア、アプライアンス、クラウドサービスで提供
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主力製品：Active! mail（ビジネスWebメール）

• 大学など最初は文教市場で評価される（国公立大学の約6割が導入）

• 2005年位から企業向け市場が成長、3, 4年前から急成長

• 累計1,750法人、1,000万アカウントの導入実績（2011年9月現在）

• 累計導入法人数・売上シェアの2部門で6年連続No.1（ソースポッド
社）、4年連続売上シェア No.1（ITR社）

？
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すでに利用しているSaaS/ASP製品

出展：アイティメディア TechTargetジャパン会員調査リポート（2012年11月）
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文教市場は無償クラウドメールサービスが台頭

• 以前はActive! mailが圧倒的なシェアを誇っていた市場

• 2006年10月「Google Apps Education Edition」リリース

• 2007年4月 日本大学が学生100,000ユーザー向けに「Google Apps 
Education Edition」を導入

• 2007年4月「Windows Live@edu」リリース

• 2007年12月「Yahoo!メール Academic Edition」リリース
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大学のWebメール導入シェア（2010年7月時点）
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大学の導入学生数Webメールシェア
（2010年7月時点）
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1. トランスウエアについて

2. メールシステムのクラウド化の流れ　
（企業編）

3. サービスは何を基準に選ぶべきか？
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ANA様がGoogle Appsを導入（2013年1月）
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クラウド型コラボレーション系サービス
参入企業の動向（ID数ベース）
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クラウド型コラボレーション系サービス
参入企業の動向（金額ベース）
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サービス何を基準に選ぶべきか？

以下の条件をクリアしていることが必要と考えます

1. 自社のセキュリティ・運用ルールに柔軟に対応
できること

2. 優れたインターフェースと使い勝手を提供して
いること

3. 短期間で導入・運用開始ができること
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ご清聴ありがとうございました！

Smile Communication.
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